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歴史地震の研究 (2) 

万寿3年5月23日 (1026年6月16日)の地震および津波の災害について

飯田汲事

Investigation of Historical Ea:rth電設akes(2) : 

Ea:rthquake and TsunaIi合iDamage of 16 June 102ft 

亙現mizi nDA 

万寿3年 5月23日(1026年6月16日)の地震および津波の災害について9 資料調査と現地調査を行

い3 収集した資料を解析した。この地震により島根県益田市高津の沖合にあった鴨島 e鍋島崎柏島の

陥没および石見の海岸地域の隆起 e 沈降などの地変が起こり 9 高津111・益田川下流域および江川下流

域に大津波が襲来して大被害を与えた。地震の規模Mは7.6，津波の規模m は3程度と推定された。

また震央は 131.80E，34.80Nと推定される。

1. まえがき

万寿3年丙寅 5月23日(1026年 6月16日)亥の下刻に

石見国(島中良県)高津沖において地震が起こりク同時に

大津波が発生して島根県西部の沿岸を中心lこ谷村搭に大

被害を及ぼしたといわれている。しかし ζの地震や津波

については，日本:の地震史や津波史ないしは災害史にも

その記事は見当らない。ただ乙の出来事の記録はタ郷土

史家矢富熊一郎氏が「柿本人麻呂と鴨山」なる著書にこ

の地震 a 津波の口碑について述べているのがフ唯一のも

のであろう。若干は郷土史にも取扱われているが3 今な

お口碑としても残っており，大きな出来事であったにち

がし、ない。

筆者もこの地震，津波に興味をもち，資料を集めると

ともに1976年 6月現地島根県議田市を訪ね3 高津付近を

調査した。しかし古い時代であるので得られた資料は僅

かであったが，当時から伝え残された若1の物件にも鰯

れることができた。その結果について1977年8月30日自

然災害科学総合シンポジウムおよび同年11月23日地震学

会においても発表した。地震学会においてはこの津波は

地震によるものではなし台風のような事象によって起

こったのではないかという疑問が出たのでp それについ

ても調べてみた。風水害に関する記録を調べたが，その

時代についての該当するものは見当らない。島根県地方を

襲ったと思われる風水害の記録ではその数はきわめて少

ないが 5~ 6月頃のものはないようである。したがっ

てこの津波は暴風雨などに伴って起こった海痛ではない

と思われる。また太平洋岸のように遠地で起こって襲来

したと考えられるものでもなさそうである。したがって

日本海沿岸近くで起こって襲来したと考えられる。また

この事変は音響を伴っていたことおよび地変のあったこ

とが知られているので 3 それらは地震の発生によるもの

であると考えられるのである。特に日本海沿岸に沿って

内側地震帯が昔から考えられており 9 実際に構造線も考

えられている。その構造線に関連して1872年の浜田沖の地

震が発生しているので，益田i中において地震の発生があ

っても不思議ではないと思われる。なお9 古い音の地震

の記録は仁i碑によるものも少なくないが，この万寿の地

震もそのーっとして取扱ってもよいと考え，以下におい

て述べようと思う。

2. 地震および津波の状況とその災害

山地震による地変

万寿 3 年 5 月 23 日の午後11~12日寺の真夜中に石見国高

津(島根県益田市)沖の石見潟が一大鳴動を起こし震動

した。そして現在の海岸から約 1kmi中の高津沖にあった

鴨島が鳴動とともに陥没した。鴨島は高角港口にあった

が9 万寿以前は陸続きをなすーっの低い島だったといわ

れ，大きさは東西約 2km，南北約300mくらいのものであ

ったようで 3 前浜と後浜とがあり，家居数百軒のほか青

楼花街軒を並べた繁華の地で北洋を往復する船が日夜つ

どう大きな港でもあったという。参考のため石間春律，

石見八重葎(江戸時代図誌山陰道113頁図275(筑摩書房

昭和52年)にある古図を図 1Iこ示したが3 その様子が偲

ばれよう。乙こにはまた千福寺，万福寺という寺があり，

また柿本人麻呂を担る神社とその別当寺の人丸寺があっ

たという。万福寺は万寿大変の後9 益田l乙移されて建立

され現存しているが9 千福寺は廃され古高角の海辺氏千
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図l 益田川 s高津JII口付近の古図(石田春律による)

τττ 宵 2辱水混入

1828辱士包図

図2. 1820年代の石見国高津付近の地図(青生東芸員の田郡全図による)

(破線表示の島は陥没したもので推定位置 A 鴨島， B鍋島)
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福寺渡という名にのみ残されている。鴨島は万寿大変の

際陥没したので数百軒以上の人家も潰滅し，人丸寺も人

麻呂神社も破壊流失したが，人麻呂の神体は波浪に押し

流され漂流して対岸近くの松崎(現在益田市松崎)の松林

の松枝にひっかかり(現在そ乙に松岐の碑がある(写真1))

それが地元の人達によって祭Aれたのが松崎の人麻白神

社であり，間もなく別当寺として人丸寺が建てられ松霊

山と称されたという。これが高津の柿本神社の起源とな

っているが，今日の神社は江戸期の延宝9年(1981年)に

なって松崎の地からさらに移転建立されたものだそうであ

る。鳴島の沈没した跡は現在大瀬又は浜ぐり(浜の暗礁

の意)といわれているが，水面から 3mくらいの深さに

あるという。また鍋島は鴨島と同じくらいの大きさの鳥

であったが，陥没の跡は三瀬といわれている。乙れらの

陥没島の遺跡について，中Ii頂海岸の住民は中島・中!頃沖

合の三つの暗礁を総称して三つ瀬ともいっている。した

がって乙れら陥没した島は河口の洲で砂土だけでできた

ものとは考え難し岩塊に土砂をおおった島と考えられ

る。乙れらの島の推定位置を1820年代の古地図の図2に

点線で示した。

遠回の口碑1)ζは柏島が高津の鴨島とともに陥没した乙
とが伝えられているから，地震で柏島も沈んだのであろ

う。柏島の位置がはっきりしないので図 2には示してな

いが，鴨島や鍋島よりさらに東にあって遠回湾の沖合に

あったのではなし、かと思われる。したがって鴨島，鍋島

柏島の三島が高津i中から遠田沖にかけて西から東又は北

東方向にならんでいたものと考えられる。遠回湾では万

寿大変後津波による土砂の流入などで浅くなり，漁船の

出入が困難になったと口碑に残されているi)
地震による地変は前述のような鴨島・鍋島・柏島の沈

没のほか高津111-益田川の河口一帯が 2m程度沈降した

ものと思われる。また図 2I乙示す都野津から小浜・黒松

付近に至る地域も 1-2m沈降したものと考えられる。

それは津波の挙動はこれらの地域でめだち浸水が大きか

ったことによる。このように高津付近から三隅までの地

域とそのさらに東方の下府，都野津から黒松までの地域

とで津波の挙動がめだっているのに，両地域の中聞にあ

る地方の三隅から下府民至ると ζろ，特に周布川・浜田

川下流の低地，周布・長浜・浜田付近では津波l乙関する

口碑がないのは， ζの付近の海岸地域が若干(2m以上)

隆起したため，津波があまりめだたなかったことによる

ものと思われる。乙う考えると，乙のような隆起・沈降

のパターンは万寿の地震から 846年後に発生した明治5

年2月6日 (1872年3月14日)の浜田地震の場合におけ

る浜田付近の隆起，高津村・黒松付近の沈降のパターン

とよく似ていることになる。

(2) 高津・益田付近における津波の状況(図2および図3

参照)

高津・益田を襲った津波は久城，辻の宮，赤城，稲積

七尾，滝蔵，椎山，峠山一帯山地の低地l乙浸入，さらに

遠く益田川をさかのぼって久々茂一帯に浸入した。津波

浸入区域を現代の地図である図 3Iζ示したが，図 2I乙示

す古地図の部落名やその位置にちがいのあるのがみられ

時代の変遷を物語っている。したがって当時の地名は必

ずしも現在の位置に対応しないかも知れない。

高津川を逆上した高波は内田・安富・横田の低地を洗

い川口から16kmも離れた寺垣内村(神田村)まで浸入し

た。高津川下流の中11頂・下本郷・久城にあった 5福寺す

なわち専福寺・安福寺・福王寺・妙福寺・蔵福寺が破壊

流亡したほか，櫛代賀姫神社も潰滅した。 5福寺のうち

妙福・蔵福・専福の 3寺は永久l乙復原の機会がなかった

が，他の 2福寺は再建された。即ち福王寺は原地に再建

され3 また安福寺は始め原地に小庵が建てられたが，後

K万福寺と改められて現存している(写真2)。乙の万福

寺にはもと安福寺に安置されていた観世音菩薩・持国天

TTTTτ 海水這入

o 2Km 
」一一一」一一一一」

図3.高津川・益田川下流域およびその付近

における津波の浸入域

(破線表示の島は陥没したもので推定位置)
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多聞天の三体が津波で漂着したもので，流仏三体として

現在蔵置されている(写真3)。このほか当時死去して埋

没したという髄懐 2箇も蔵されている(写真 4)。福王寺

(写真5)に蔵されているものには津波て埋没し，後に海中

から引上げられた漢鏡や双盤などがある。また安福寺祉の浜

崎からこの津波で砂中に埋没した11重の塔の石材が，江戸

時代(享保14年(1729) 6月)盛田111の大洪水κよって
砂土が洗われたため出現してきたので，再建され現在寺の

庭に保存されている(写真6)。

櫛代賀姫神社は震災後緒継浜の原地から現在地の明星

山に移転建立されている。

益田市遠回では海龍山遠回八幡宮背面一帯の砂丘堤防

は決壊したため，土砂は前浜一帯の原野や困地を埋没し

た。また八幡宮の社殿が傾醸されて押流されたが，その溢

れた波は下遠因，中遠回の田野草原を洗い貝崎に浸入し

た。さらに津波は南進して上遠回の低地を浸し，黒石の

崎角および滑堤の堤防まで達した。引潮の際は{民地にあ

った住民の資材は乙とごとく流失したり，埋没したりし

たが，原野や耕地の被害は甚大であって，波にさらわれ

て行方不明となった者も多数にのぼった。大塚地蔵・三

百原の荒神はこの時の，死者を葬った所であるという。

なお前浜にある遠回八幡宮地は災害後土地の斉藤氏が修

築工事に当 h 社殿を元通りに復興し堰堤をも修復しff
(写真7および写真8)。

当時上遠回では坂上利兵衛とその子喜兵衛，芝家の右

兵衛らが災害復旧民努力したt右兵衛は乙の事件lこかん
がみ祖先の洞堂を黒石の丘l乙移し居宅を小高い丘の上に

改築させる等の方策をとったようである。柏島は陥没し

鴨島の破壊後，その土砂が遠因湾IL流入して沼沢のよう

になり，漁船の出入が困難になったという。益田市乙子

では烏帽子山の麓まで波がさかのぼり麓の井には三尾の

鰯が泳いだとか，乙子観音境内の大岩に貝や魚があった

とか，鎌子地区木部iこは乙の津波で2般の舟が海から数

町隔てた丘の上に打ち上げられ二綬船の地名が残されて

いる。乙のほか鎌子地区金山にも舟がついたという乙と

が鎌手村史に記されている。しかし乙れらは高い所でも

あるので大津波を誇張して伝わったのかも知れなし、。

三隔町三保にも ζの津波の口碑があり?下府の泰林寺

(国分尼寺)は流没，都野津町l乙湾入していた角の浦は

打寄せた津波による砂で埋没し，一朝にして砂浜となり，

和木の馬島にも津波が浸入している。また湊浦は人家も

多く良港であったが，との事変津波によって人家が全滅

し現在の福浦に移転したという。

(3) 江田(江津)渡津付近の津波の状況(図 4参照)

江東駅の北にある長田では千軒，吉江では 500軒余，

寺社共K倒壊した。長田の東向寺地内の千体地蔵は堂も

ろとも崩れ砂l乙埋没した。

次l乙星島は波で崩れ三つとなった。加戸辺・はなくり

島・でんかふ島・雲居島・江ノ瀬島(乙の浦沖約数km)，

そのほか塩田沖の数々の小島が崩れた。これらの島の津

は皆津波のために砂泥で‘埋った。なお津波の余波は江111

をさかのJまって111本の南，邑智郡三原郷川下村l乙達した

という。

以上のように津波は江111の111口をはじめその東部砂浜

の海岸地に大被害を与えたが，東は黒松辺までになって

いる。東の適摩・安濃両郡l乙は何等の口碑伝説もない。

型

。 ，。 20Km 

x 震央

図4. 島根県益田市から江津市に至る地名および地震の推定震央 (破線表示の島は推定位置)
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3 地震 e津波災害のまとめ

以上述べたことからこの地震と津波による災害の明ら

かなものをまとめると次のようになる。

(1) 民家の倒壊 E 流失は鴨島約 50C明"鍋島約 300軒

高津付近約 500軒 3 江j章。長田村jlI約 1ヲ500軒フ J奏浦そ

の他を併せて約 3，000軒余となる。

(2) 寺院の倒壊は明らかなものだけ挙げるとフ高津川

下流域の専福寺。安福寺。福王寺巴妙福寺ヲ蔵福寺の 5

寺3 鴨島の人丸寺 千福寺。万福寺の 3寺， I工津周波津

付近で 2寺3 下府の泰林寺総計 11寺となっている。神社

の倒壊 ε 流失は鴨島の人丸十i，緒継浜の櫛代賀姫神社 9

j室田の八幡宮 3 江津。 i度津付近で 21':土等計5社となって

し〉る。

131 死者は少くとも 1.000人以上の多数でめろう。

141 堤防の決壊は遠回付近 J 中須宮高津付近 情

151 島の陥没は間島己主同島・伯島の3島でその他星島。

JJII河辺司はなくり島 sてんかふ島ー雲居島@江ノ瀬島タ

数々の小島が崩れた。

161 舟の喪失多数，田畑の埋没ー荒廃した所が多かった。

このように今から約 950年も昔であるがフ大災害であ

ったため永続して伝えられていたものと湾えられる。

4. 地震および津波の規模

この地震のように附島の沈没を伴った地震として知ら

れているものには次のようなものがある。

(1) 大宝九年 3月26日(701年 5月12日)M 7.0 (長

央 134.Q'E，32 5'N) 

舞鶴仰の冠島(東西約 24kmヲ南北約 41叩の大きさ)

が山頂を残して海中lこ没した。

(21 天IU3年11月29日(1586年 1月18日 M 7，9また

は 8.2(震央 136.8'E， 35 QON) 

力日路戸 e篠橋号森島 g 江内@北野。中原・符丁目

匂粁倉 3中島 a駒1工。鎌ヶ池。霞生など12島が伊勢湾

北部で地震と津波でi尤没した。

(31 文禄 5 (慶長 1)年間 7月12日(1596年 9月 4日)

M 6.9 (震央 131.TE，33.30附

別府湾内の瓜生島(東西約3.9km，南北約2.31田の

大きさ)が地震と津波によって海中に没した。

141 慶長 2年 7月29日 (1597年 9月10日)M 6.4 (震

央 131.60E，33 TN) 

豊後鶴見岳崩壊し p 谷を埋め久光鳥海!削乙没す。

(5) 明和 8年 3月10日(1771年 4月24日)M 7.4 (震

タミ 124.3'E， 24. OON) 

高さ35mの大津波により石垣島が40%海水にかく

れた。

以上の地震の規模は慶長 2年の豊後の地震を除き何れ

も1¥17程度であるが，天正13年の地震はやや大きく M8

級であると思われる。万寿の地震は島の沈没その他の災

害程度をみても前記の地震 M7級lこ該当していると考え

られる。また1872年 3月14日の浜田の地震1¥17.1よりも

規模が大きいのではないかと思われる。益田付近の地震

には1859年 1月5日(安政5.12.2)の益田沖地震M=5.9ヲ

震央131.8'Eっ 34.TNヲ1859年10月4日(安政 6年 9月

9日) M~5.9，震央131. 9'E ， 34.7'Nがありヲいずれ

も胤布村で漬家数FI， 1月の地震はさらに美濃村で漬家

10戸を出じているほか余震が 1ヶ月も続いている。 1872

年 3月14日 (明治 5年 2月 6日)の沢一回の地震は 9 土地

が地震前10分前に最高2.4mも隆起した例として知られて

いる。全潰戸数5.796，半潰5，890，死者804となっておりヲ

被害範囲は1l0km程度である。したがってその被害範囲は万

寿の地震に匹敵する。しかし津波の高さは仁万 4.5m，

福光の 3mが最高であり多くは 1.2m程度であったが3

ほとんど被害はなかった。万寿の場合その影響範囲の西

は山口県阿武郡の須佐げ近から策は島根県那賀郡江津付

近までの約 120kmlこ及んでし必。また島々の沈没は数m

程度と考えられているし 3 津波の高さはその被害および

i~~入の範閉や現地の陸地高距などから考えて大きなと ζ

ろが 6-10mと考えられる。したがって津波の規模は今

村 9 飯田スケールて;'m= 2 ~ 3と推定される。

津波の規模m と地震の規模Mとの関係はフ

m =2. 61!V1-18 .44 

で与えられるbらM=7.8となるが7.6くらいであろうか。
また浬波の発生は海深の 100m以上の泌域であると推定

される。高津。益出ー遠回付近の津波挙動は江津付近の

津波よりも大きかったことからヲ高津川。益田川の沖

合lこ震源があったと考えられる。震央を求めれば海岸

図 5.日本海における津波を伴った地震の震央

(701 -1976年)
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表 1 日本海において発生した津波の表

地震発生年月 日 震

西暦年月日 日本暦年月日 緯度。N

701 V 12 (大宝 1ID26) 35.6 

850 一一 (嘉祥 3一一) 39.1 

863 VH 10 (真観 5V[17) 37.1 

887 ¥岨 2 (仁和 3VJ[ 6) 37.5 

1026 VI 16 (万寿 3V23) 34.8 

1614 XI 26 (慶長19X 25) 37.5 

1644 X 18 (寛永21(正保 1)IX18) 39.4 

1700 N 16 (元禄13II27) 34 

1704 V 27 (宝永 1N24) 40.4 

1741 VH 28 (寛保 1VJ[ 18) 4l.5 

1751 V 20 (寛延 4(三官暦 1)NZ5) 37.2 

1762 X 31 (宝歴12XI15) 39マ1

1792 VI 13 (寛政4N24) 43.6 

1793 II 8 (寛政4浬28) 40.7 

1799 VI 29 (寛政11V26) 36.6 

1802 XII 9 (享和 2XI 15) 37.8 

1804 VIIl 10 (文化 1VIlO) 39 0 

1810 IX 25 (文化 7VIIl27) 39.9 

1833 XII 7 f天保4XZ6) 38.7 

1834 II 9 (天保 51 1) 43.3 

1872 ID 14 (明治 5II 6) 34.8 

1892 XII 9 (明治25) 36.4 

1894 X 22 (明治27) 39.2 

1927 匝 7 (昭和 2) 35.6 

1939 V 1 (昭和14) 40.0 

1940 咽 2 (昭和15) 44.1 

1947 XI 4 (昭和22) 43.8 

1964 V 7 (DB末日39) 40.3 

1964 ¥1 16 〈昭和39) 38.4 

1964 浬 11 (A百平1]39) 40.4 

から約10kmくらい沖合でω

東経131.8度p 北緯34.8度

くらいになる。この震央付近には185S年 1月 5日(安政

5年12月 2臼)におきた石見の地震がある。しかしこの

地震の規模は M5.9で小さく 9 津波を伴っていないが，

地震動はかなり強かったようで山崩れがあり 9 石垣や堤

防の崩れたところもあった。

参考のために日本海において津波を伴った地震を示す

と表 1および図 5のようになり，全体で乙の地震を含め

て30箇となる。 津波の規模の最大なのは1741年 8月28日

の北海道渡島西岸の地震に伴うものでm=3である。 ζ

の地震による津波も m=3(乙近いものと考えられるので

日本海における津波としては最大級のものと考えられよ

つ。

央
士也 震

津波規模
7 クニチュ ド

場 所
経度。E M m 

135.4 7.0 丹 後 2 

140.0 7.0 仕i 羽 2 

138.1 7.0 越中越後 2 

138.1 6.5 越 {妥 2 

13l. 8 7.5~7.8 高津沖 3 

138 0 7.7 越後高田 2 

140.1 6.9 羽後本庄 1 

女オ 島 2 

140.0 6.9 羽後，津軽 1 

139.4 6.9 渡島西岸ッ津軽，佐渡 3 

138 0 6.6 越後，越Gp 1 

138.7 6 6 佐 渡 1 

140.3 6.9 |後志，積丹沖 2 

140.0 6.9 同津軽，鯵ケ沢 1 

136.6 6.4 力日 賀 1 

138.4 6.6 佐 渡 l 

140.0 7 1 羽前，羽後フ象潟地震 1 

139.9 6.6 羽後，男鹿半島 1 

139.2 7.4 羽前 9羽後，越後，佐渡 l 2 
141.4 6.5 蝦夷，石狩 l 

132.0 7.1 石見9 出雲，浜田地震 l 

136.3 5.8 能登西南部 。
139.5 7.3 羽前 9 羽後庄 。
135.1 7.5 北丹後地震 1 

139.8 7.0 男鹿半島 -1 

139.5 7.0 積丹半島沖 2 

141.0 7.0 留萌西万沖 l 

139.0 6.9 青森県西万戸j1 -1 

139.2 7.5 新 潟 2 

138.9 6.3 秋田県沖 -1 

5回 おわりに

以k述べたように 9 万寿3年 5月23日 (1026年 6月16

日)の島根県高津沖lこ発生した地震および津波は，日本

海で起とったものとしては最大級のものといえよう。こ

の地震は今から952年前lこ起こったのでその詳細は不明で

あるが，口碑伝説による記事がL、ろいろ残されているの

は当時としては大災害であったために長く伝承されたと

とによると思われる。なかでも当時の面影を偲、ばせるも

のとして若干の遺物はあるが3 それがみられる主なもの

は高津の柿本神社や益田市東町の万福寺p 中須の福王寺

や前浜の遠回八幡宮などにおいてである。遠因八幡宮の

海岸寄りでは決壊堤防の修復跡も残されている。

往時の地震や津波の資料にはこの場合と同様口碑によ

るものが少なくない。それらと同様な扱いて、この地震ー



歴史地震の研究 (2) 

津波災害を考える乙とにした。梅原猛らによる海中考古

学究明の企てもされているので，その方面からの解明が

期待される。

この調査に当り益田市津田の郷土史研究家島根県文化

財専門委員矢富熊一郎氏l己負う所が多い乙とを乙 ζに記

して厚く感謝する次第である。また遠回付近の地名その他

について教えていただいた島根県立益田高等学校教諭矢

富厳夫氏に厚く御礼申し上げる。
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